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去
る
九
月
一
一
十
九
日
に
行
わ
れ
た
第
五
回
自
衛
消
防

隊
訓
練
大
会
に
お
い
て
、
本
学
自
衛
消
防
隊
か
ら
二
組

の
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
そ
の
う
ち
一
チ
ー
ム
が
準
優
勝

す
る
と
い
う
快
挙
を
や
っ
て
の
け
ま
し
た
。
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さ
れ
ま
し
た
。
予
め
抽
選
で
川
一

場
順
悉
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
｜

我
が
医
大
Ｂ
チ
ー
ム
は
叫
恭
Ⅱ
、
｜

Ａチ１ムが朋番目の出場で一
す
。我
が
医
大
チ
ー
ム
の
出
番
が
一

来
る
迄
、
次
々
と
登
場
す
る
他

の
事
業
所
自
衛
消
防
隊
の
迫
力

あ
る
実
技
や
迷
演
技
？
に
一
喜

一
憂
し
な
が
ら
見
守
る
う
ち
に
、

我
が
医
大
Ｂ
チ
ー
ム
の
登
場
で

す
。
局
長
を
は
じ
め
担
当
の
会

計
課
荻
根
沢
補
佐
達
が
、
小
学

校
１
年
生
の
子
供
が
初
め
て
の

連
動
会
に
川
場
す
る
の
を
送
り

川
す
両
親
の
様
な
顔
で
兇
守
る

中
で
、
Ｂ
チ
ー
ム
の
選
手
達
は

終
始
冷
静
に
競
技
を
行
い
、
手

元
の
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
の
計

測
と
自
己
採
点
で
は
そ
れ
ま
で

登
場
し
た
他
の
チ
ー
ム
を
断
然

引
き
離
し
ト
ッ
プ
に
立
つ
結
果

で
競
技
を
終
了
し
、
我
々
は
思

わ
ず
大
き
な
拍
手
と
歓
声
で
選

手
達
を
迎
え
ま
し
た
。

競
技
が
進
み
終
盤
に
入
り
、

Ａ
チ
１
ム
の
出
番
の
時
点
で
先

に
競
技
を
終
了
し
た
Ｂ
チ
ー
ム

の
成
績
が
僅
か
な
差
で
今
回
優

勝
し
た
西
武
デ
パ
１
ト
に
次
い

で
２
位
の
位
置
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
さ
れ
た
Ａ
チ
ー
ム
の
選
手

達
は
、
そ
の
事
を
意
識
し
て
か

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
り
、
僅

か
な
差
で
入
賞
（
６
位
迄
）
を

逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

競
技
は
午
後
４
時
に
終
了
し
、

引
続
き
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
成

績
発
表
と
表
彰
式
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
優
勝
・
西
武
旭

川
府
、
準
優
勝
・
旭
川
医
大
Ｂ
、

３
位
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、
４

位
・
ダ
イ
エ
ー
旭
川
店
、
５
位
・

優
佳
良
織
工
芸
館
、
６
位
・
・
美

景
園
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
旭
川
医
大
と
し
て
初

め
て
参
加
し
、
他
の
事
業
所
の

自
衛
消
防
隊
の
実
技
を
見
せ
て

も
ら
い
、
今
後
我
々
の
消
防
訓

練
の
参
考
と
な
る
事
が
多
か
っ

た
事
は
大
変
な
収
種
で
あ
っ
た

緒ても手で習てⅡ｝のを紙子と
に局最の達あを対賜皆代をｊＭｕｌ
－長後でにり繰処すさ表納へい
パのにあ大、りしるんしめ筆ま
イ司帰りぃＨ１返、リドがてら打す
やこりまに塒し真に医１１１れの･
られのす散し努剣使大瑚た￣ま
なは（゜意た力で命をさのをた
い、スを６し誠感代れは」て初
か皆を表名た実を表た、ｌｎｌｌＩｌ

衾皇檬畜塁彙縁琶ぞ筆驚衾雲

来
年
１
月
稼
動
予
定
の

病
院
情
報
総
合
シ
ス
テ
ム

第
一
工
程
分
（
処
方
オ
ー

ダ
ー
・
外
来
診
療
予
約
シ

ス
テ
ム
・
入
院
患
者
基
本

登
録
）
に
つ
い
て
、
現
在

各
作
業
部
会
に
詳
細
な
内

容
を
検
討
い
た
だ
き
な
が

ら
開
発
を
進
め
て
お
り
ま

す
。新
シ
ス
テ
ム
の
搬
入
は

、
月
末
頃
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
が
、
先
日
、
操
作

練
習
用
の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
を
現
行
の
電
算

機
に
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。
実
際
の
シ
ス
テ
ム

と
は
若
干
異
な
り
ま
す
が
、

是
非
一
度
体
験
し
て
み
て

下
さ
い
。

あ
』
の
一
言
が
、
何
よ
り
も
皆

の
思
い
を
代
弁
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
後
Ⅱ
某
所
で
関
係
者

選
手
一
同
が
集
ま
り
反
省
会
？

の
宴
を
待
ち
、
大
い
に
気
勢
を

あ
げ
た
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
な
か
で
、
今

回
参
加
し
た
者
は
今
阿
の
経
験

を
生
か
し
、
今
後
の
防
火
訓
練

の
名
コ
ー
チ
と
な
っ
て
来
年
は

絶
対
優
勝
／
・
と
誓
い
あ
っ
た
の

で
し
た
。

（
会
計
課
梼
財
係
）

機
を
開
放
し
ま
す
。
説
川
者
は

お
り
ま
せ
ん
が
用
意
し
た
操
作

説
明
書
に
従
っ
て
自
由
に
お
使

熱織》凸」
お
待
ち
し
て
お
り
繍

晨
＄
」

火
曜
日
～
金
曜
日
蝋

砠
時
～
Ⅳ
時
鮒

共
同
端
末
機
室
糊

ひ

説ルケ通
Ⅲlでジリ左
者端ユの記
は末１スの回

国
回
回
回

が
エ
レ
ペ
ー
タ
ホ
ー
ル

種
類
処
方
オ
ー
ダ
ー

検
査
オ
ー
ダ
ー

外
来
診
療
予
約

入
院
基
本
登
録

（
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
企
画
室
）
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医
療
情
報
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
は
、
平
成
二
年
一
月
稼
働
を

目
途
に
作
業
が
進
行
し
て
お
り

ま
す
。
今
回
は
第
一
期
工
程
で
、

従
来
病
院
で
運
用
さ
れ
て
い
る

シ
ス
テ
ム
の
移
行
が
基
本
と
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
処
方
オ
ー

ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
今
回
新

規
に
開
発
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
本
紙
第
泌
号
に
お
い

て
処
方
・
薬
剤
部
会
長
で
あ
り

ま
す
草
野
先
生
が
そ
の
概
要
に

つ
い
て
書
か
れ
て
お
り
ま
す
の

で
お
読
み
に
な
っ
た
方
は
あ
る

程
度
の
イ
メ
ー
ジ
は
理
解
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
主
に
処
方
オ
ー
ダ
を

発
行
す
る
際
の
入
力
機
能
に
つ

い
て
記
し
て
み
ま
す
。
ま
ず
従
来

慣
れ
親
し
ん
だ
手
書
の
処
方
菱

は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

但
し
麻
薬
処
方
菱
と
院
外
処
方

髪
は
従
来
通
り
の
手
書
き
処
方

菱
で
残
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
薬

剤
を
入
力
す
る
際
キ
１
ボ
ー
ド

に
よ
り
薬
剤
の
フ
ル
ネ
ー
ム
を

入
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
と
考
え
ら
れ
る
先
生
方
が

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
基
本
的
に
は
殆
ど
文

字
入
力
は
必
要
と
せ
ず
、
目
的

と
す
る
薬
剤
を
検
索
し
選
択
す

る
方
法
に
よ
り
処
方
オ
ー
ダ
に

iHiFiLI Ｄｌｉｌ 
反
映
さ
れ
る
機
構
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
端
末
に
お
け
る
処
方

オ
ー
ダ
入
力
画
面
は
左
右
に
区

分
さ
れ
て
お
り
、
右
側
に
は
検

索
し
た
薬
剤
を
表
示
す
る
画
面

（
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
デ
ー
タ
表
示
領
域
）

と
左
側
に
は
右
側
に
表
示
さ
れ

た
薬
剤
を
選
択
す
る
事
に
よ
り

自
動
的
に
移
行
し
処
方
菱
と
し

て
反
映
さ
れ
る
画
面
（
入
力
指

示
領
域
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
薬
剤
を
入
力
す
る
機
能

と
し
て
は
Ｈ
・
カ
ナ
・
英
文
字

入
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
処

方
し
た
い
薬
剤
の
商
品
名
又
は

一
般
名
の
カ
ナ
が
英
文
字
の
先

頭
２
文
字
以
上
を
キ
ー
に
よ
り

入
力
す
る
と
該
当
す
る
薬
剤
が

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
画
面
に
数
種
表
示
さ

れ
ま
す
。
そ
の
中
よ
り
処
方
す

る
薬
剤
の
項
番
を
選
択
す
る
こ

と
に
よ
り
処
方
画
面
に
移
行
し

方
と
同
じ
内
容
の
処
方
を
オ
ー

ダ
し
た
い
場
合
、
簡
単
な
キ
ー

操
作
に
よ
り
、
そ
っ
く
り
今
回

の
処
方
に
移
行
で
き
る
入
力
方

法
で
す
。
ま
た
前
回
処
方
の
一

部
を
利
用
す
る
事
も
可
能
で
す
。

必
要
に
応
じ
て
は
使
用
量
・
用

法
・
日
数
な
ど
も
修
正
し
て
利

用
で
き
ま
す
。
こ
の
方
法
で
す

と
入
力
す
る
手
間
が
か
な
り
省

略
さ
れ
ま
す
。
曰
・
セ
ッ
ト
入

力
で
す
が
、
科
・
医
師
毎
に
通

常
頻
繁
に
オ
ー
ダ
す
る
処
方
内

容
を
セ
ッ
ト
化
し
て
お
き
ま
す
。

こ
の
中
よ
り
必
要
と
す
る
セ
ッ

ト
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、

セ
ッ
ト
の
内
容
が
処
方
に
反
映

さ
れ
る
よ
う
に
、
入
力
操
作
の

れ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ロ
・

前
回
処
方
の
入
力
（
巾
処
方
）

で
す
が
、
定
期
処
方
・
慢
性
疾

患
処
方
な
ど
の
様
に
前
回
の
処

、

処
方
が
作
成

さ
れ
て
ゆ
き

ま
す
。
一
般

的
に
は
こ
の

入
力
方
法
が

多
く
利
用
さ

厚
生
省
医
薬
品
副
作
用
情
報

川
妬
（
籾
・
３
）
に
代
謝
改
善

解
毒
剤
で
あ
る
チ
オ
プ
ロ
ニ
ン

に
よ
る
肝
障
害
、
皮
膚
障
害
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

薬
剤
と
さ
れ
る
も
の
の
ほ
と

ん
ど
が
、
そ
の
投
与
法
に
よ
っ

て
差
が
あ
る
と
は
言
え
、
薬
物

の
代
謝
や
解
毒
の
中
心
的
組
織

で
あ
る
肝
臓
へ
の
影
響
は
大
な

り
小
な
り
考
え
ら
れ
ま
す
。
チ

簡
便
化
を
計
っ
て
お
り
ま
す
。

但
し
、
科
単
位
・
医
師
毎
に
前
も

っ
て
セ
ッ
ト
テ
ー
ブ
ル
に
登
録

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

囚
・
薬
効
分
類
か
ら
の
入
力
方

法
で
す
が
、
目
的
と
す
る
薬
剤

又
は
同
効
薬
剤
を
薬
効
か
ら
検

索
す
る
の
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

薬
効
は
日
本
商
品
分
類
に
沿
っ

て
大
・
中
・
小
分
類
と
順
次
画

面
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
目

的
と
す
る
薬
剤
と
そ
の
同
効
薬

が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
そ
の
中

よ
り
目
的
薬
剤
を
選
択
し
て
も

ら
い
ま
す
。
田
・
薬
剤
コ
ー
ド

（
６
ケ
タ
）
を
直
接
入
力
す
る

方
法
。
㈹
・
そ
の
他
の
入
力
方

法
と
し
て
、
略
名
・
略
号
な

ど
か
ら
の
簡
便
な
入
力
方
法
を

検
討
中
で
あ
り
ま
す
。
薬
剤
の

入
力
機
能
と
し
て
は
以
上
で
す

［
薬
剤
部
］

副
作
用
情
報
⑰

肝
疾
患
治
療
剤
な
ど

に
よ
る
肝
障
害

オ
プ
ロ
ー
ー
ン
は
肝
疾
患
治
療
剤

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
黄
疸
な
ど

の
重
篤
な
肝
機
能
障
害
が
発
現

し
て
お
り
ま
す
。

本
剤
に
よ
る
肝
障
害
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
Ⅷ
年
頃
よ
り
報

告
例
が
み
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

従
来
の
添
付
文
書
に
お
い
て
は
、

使
用
上
の
注
意
の
中
の
副
作
用

の
項
に
、
肝
障
害
に
関
す
る
注

意
が
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
黄
疸
の
み
な
ら
ず
、

胆
汁
う
っ
滞
型
肝
炎
を
伴
っ
た

Ｔ
Ｅ
Ｎ
（
中
毒
性
表
皮
壊
死
症
）

の
発
現
も
報
告
さ
れ
、
副
作
用

情
報
へ
の
掲
載
と
な
っ
た
訳
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
添
付

に
移
行
す
る
様
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

最
後
に
定
期
処
方
の
入
力
に

つ
い
て
で
す
が
、
従
来
一
週
間

が
、
用
法
の
入
力
に
お
い
て
も

内
用
・
外
用
・
頓
用
な
ど
に
対

応
す
る
用
法
の
種
類
が
Ｈ
Ｅ
Ｌ

Ｐ
画
面
に
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

項
番
を
選
択
す
る
と
処
方
画
面

文
書
の
改
訂
で
は
、
使
用
上
の

注
意
に
一
般
的
注
意
と
し
て
、

黄
疸
等
の
重
篤
な
副
作
用
が
発

現
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

同
様
な
例
と
し
て
は
、
同
じ

肝
疾
患
治
療
剤
で
あ
る
マ
ロ
チ

ラ
ー
ト
に
も
見
ら
れ
ま
す
。
適

応
は
代
償
性
の
肝
硬
変
で
あ
り

ま
す
が
、
黄
疸
等
の
発
現
が
報

告
さ
れ
、
注
意
し
て
投
与
す
る

様
指
導
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

肝
疾
患
治
療
剤
以
外
で
も
、

肝
疾
患
に
付
随
す
る
症
状
や
合

併
症
に
投
与
さ
れ
る
薬
剤
に
お

い
て
も
注
意
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
肝
障
害
に
よ
る

消
化
管
出
血
に
用
い
ら
れ
る
シ

分
の
処
方
を
投
与
前
日
に
提
出

し
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ー
ダ
リ

ン
グ
後
は
一
週
間
単
位
で
先
三

週
間
分
の
処
方
を
一
度
に
オ
ー

ダ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学

会
等
長
期
出
張
に
は
前
も
っ
て

入
力
し
て
お
く
と
便
利
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
機

能
を
備
え
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
薬
剤
の
入
力
の
み
に
留
め
て

お
き
ま
し
た
。
紙
面
上
で
は

よ
く
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
シ
ス
テ
ム
企

画
室
で
は
今
回
の
機
能
を
含
め

ミ
ニ
オ
１
ダ
が
稼
働
し
て
お
り

ま
す
の
で
一
度
試
し
て
い
た
だ

く
と
納
得
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
是
非
キ
ー
を

叩
い
て
み
て
下
さ
い
。

（
薬
剤
部
副
部
長

阿
久
津
茂
隆
）
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ゼ
ピ
ン
系
薬
剤
に
も
軽
度
に
せ

よ
肝
機
能
障
害
が
報
告
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
薬
剤
の
肝

疾
患
患
者
へ
の
使
用
に
は
、
そ

の
有
益
性
と
危
険
性
と
の
判
断

か
ら
、
適
切
な
選
択
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。
使
用
時
に
は
、
投

与
法
、
投
与
量
が
問
題
と
な
り

ま
す
。
一
般
に
肝
機
能
不
全
時

に
は
、
主
に
次
の
４
つ
の
因
子

に
よ
り
、
薬
物
の
代
謝
、
解
毒

作
用
が
低
下
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

①
肝
血
流
量
の
低
下
、
②
血
漿

メ
チ
ジ
ン
に
は
、
軽
度
に
せ
よ

肝
機
能
障
害
が
報
告
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
抗
生
物
質
に
よ
る
肝

障
害
も
多
く
報
告
さ
れ
て
お
り
、

特
に
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
系
や

エ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
な
ど
が
有

名
で
あ
り
ま
す
が
、
ペ
ニ
シ
リ

ン
系
や
セ
フ
ァ
ロ
ス
ポ
リ
ン
系

で
も
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
併
用

例
は
少
な
い
と
は
言
え
、
ク
ロ

ル
プ
ロ
マ
ジ
ン
は
抗
精
神
病
薬

の
中
で
も
胆
汁
う
っ
滞
型
肝
障

害
を
起
こ
す
代
表
的
薬
剤
で
あ

り
ま
す
。
他
に
抗
不
安
剤
等
と

し
て
用
い
ら
れ
る
ベ
ン
ゾ
ジ
ア

0 
の

蛋
白
の
異
常
へ
③
肝
細
胞
で
の

代
謝
機
能
の
低
下
、
④
胆
汁
分

泌
障
害
で
あ
り
ま
す
。
実
際
に

肝
不
全
状
態
で
の
ク
リ
ア
ラ
ン

ス
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
薬
剤
も

知
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
際

に
は
適
切
な
投
与
量
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。
次
に
投
与
後
の

十
分
な
観
察
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
溝
口
の
報
告
（
内
科
師
、

Ⅲ
、
柵
）
に
よ
る
と
、
薬
剤
性

肝
障
害
の
発
症
ま
で
の
期
間
は
、

投
与
４
週
間
以
内
が
〃
％
、
８

週
以
内
が
船
％
と
述
べ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
特
に
４
週
間
以

内
が
、
初
期
の
段
階
で
の
最
も

注
意
を
要
す
る
期
間
で
、
そ
の

第
二
内
科
は
昭
和
四
十
九
年

石
井
兼
央
初
代
教
授
に
よ
り
開

講
さ
れ
、
昭
和
六
十
三
年
牧
野

勲
教
授
に
引
き
継
が
れ
て
現
在

に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。
第
二

内
科
の
診
療
分
野
は
代
謝
疾
患

が
主
体
で
す
の
で
、
糖
尿
病
・

内
分
泌
疾
患
、
肝
胆
膵
疾
患
及

び
、
神
経
内
科
疾
患
と
広
範
囲

に
わ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

授
業
担
当
領
域
で
も
あ
り
各
専

門
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
基
盤
が

強
固
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

診
療
内
容
で
す
が
、
糖
尿
病

は
外
来
登
録
患
者
数
が
約
五
百

名
を
数
え
ま
す
。
糖
尿
病
の
治

療
目
標
は
慢
性
合
併
症
の
予
防

繍溌室…
篝

夕

後
８
週
間
ま
で
は
可
能
性
の
あ

る
期
間
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
前
出
の
チ
オ
プ
ロ

ニ
ン
、
マ
ロ
チ
ラ
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
様
な
投
与
法
が

勧
め
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
適
応

を
守
り
、
禁
忌
症
に
は
使
用
し

な
い
こ
と
、
黄
疸
等
の
出
現
を

念
頭
に
お
き
そ
の
兆
候
が
現
わ

れ
た
ら
直
ち
に
中
止
す
る
こ
と
、

投
与
後
２
，
４
，
６
週
目
に
肝

機
能
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
、

投
与
一
ヶ
月
間
は
毎
週
患
者
の

状
態
を
十
分
に
観
察
す
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
，

（
薬
品
情
報
室
長藤
田
育
志
）

行
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
病
棟

に
お
い
て
は
週
一
回
、
医
師
、

看
護
婦
、
栄
養
士
が
一
体
と
な

定
、
持
続
皮
下
イ
ン
ス
リ
ン
注

入
法
（
Ｃ
ｓ
Ｉ
Ｉ
）
、
人
工
膵

の
導
入
に
加
え
、
患
者
に
対
す

る
き
め
こ
ま
か
い
生
活
指
導
を

■■ 

;!； 
弓

騨
騨
と
悪
化
防
止
に

燃柵舳削雌航剛加、
燃鰯脚川紳創印肌唾

行
っ
て
お
り
ま
す
が
へ
医
師
は

こ
れ
ら
の
手
技
と
腹
部
画
像
診

断
に
精
通
す
る
よ
う
平
素
か
ら

訓
練
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

膵
外
分
泌
疾
患
は
主
に
膵
炎
、

膵
癌
を
診
療
対
象
と
し
、
現
在

ま
で
豊
富
な
症
例
の
蓄
積
が
あ

り
ま
す
。
超
音
波
ガ
イ
ド
下
穿

刺
細
胞
診
や
膵
管
ブ
ラ
ッ
シ
ン
・

グ
は
膵
癌
の
早
期
診
断
に
有
用

漿
浄
化
療
法
を

行
い
血
清
脂
質

の
著
し
い
改
善

が
み
ら
れ
ま
す
。

肝
疾
患
は
入

院
患
者
の
約
半

数
を
占
め
ま
す
。

慢
性
肝
炎
に
対

す
る
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
療
法
、

劇
症
肝
炎
の
血

漿
交
換
療
法
、

肝
癌
に
対
す
る

肝
動
脈
塞
栓
療

法
（
Ｔ
Ａ
Ｅ
）
、

エ
タ
ノ
ー
ル
局

所
注
入
療
法

（
Ｐ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
）
、

食
動
静
脈
瘤
へ

の
硬
化
療
法
を

っ
た
糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
、

治
療
効
果
を
上
げ
る
努
力
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
二
内
科

は
厚
生
省
高
脂
血
症
調
査
研
究

班
に
属
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

糖
尿
病
に
合
併
す
る
高
脂
血
症

の
診
療
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。
と
り
わ
け
難
治
性
の
家
族

性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
１
ル
血
症
に

は
ア
フ
ェ
レ
ー
シ
ス
に
よ
る
血

内
分
泌
疾
患
は
甲
状
腺
疾
患

が
最
も
多
く
、
超
音
波
ガ
イ
ド

下
吸
引
細
胞
診
が
診
断
に
威
力

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
こ
の
外
、

下
垂
体
疾
患
、
副
腎
疾
患
も
比

較
的
多
く
、
外
科
系
と
密
接
な

連
絡
を
と
り
な
が
ら
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。

神
経
内
科
疾
患
は
従
来
病
態

を
把
握
し
に
く
い
領
域
と
さ
れ
．

で
あ
り
、
｜
手
術
不
能
例
に
は

放
射
線
療
法
や
抗
癌
剤
の
腫
瘤

内
局
所
注
入
法
の
試
み
が
、
確

実
な
延
命
効
果
に
つ
な
が
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
慢
性
膵
炎
は

飲
酒
と
関
連
す
る
難
治
性
疾
患

で
す
の
で
、
診
断
の
み
に
と
ど

ま
ら
ず
、
病
症
の
増
悪
防
止
、

予
防
に
も
力
を
入
れ
一
貫
し
た

治
療
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

堀口■■蕊

肝
外
来
は
火
曜
、
膵
外
来
は
水

畷
、
内
分
泌
外
来
は
金
腿
で
す
《

第
二
内
科
で
は
各
自
が
幅
広

い
医
学
知
識
と
卓
越
し
た
専
門

領
域
を
合
せ
待
ち
、
一
方
で
は

患
者
と
の
対
話
姿
勢
を
重
視
し

つ
．
情
熱
を
か
た
む
け
、
毎

日
の
診
療
に
従
事
す
る
よ
う
努

力
し
て
お
り
ま
す
。

（
第
二
内
科

講
師
秋
山
建
兒
）

て
き
ま
し
た
が
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像

診
断
法
の
導
入
に
よ
り
、
診
断

も
以
前
よ
り
は
客
観
的
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
積
極

的
に
取
組
み
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

第
二
内
科
の
外
来
は
新
来
日

が
火
曜
、
金
曜
で
再
来
日
は
火

曜
、
水
曜
、
金
曜
で
す
。
専
門

の
糖
尿
病
外
来
は
火
曜
、
金
畷
．

二二二）
ﾗｹﾞﾆ 
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昭
和
田
年
４
月
、
文
部
省
令

に
基
く
病
理
部
が
正
式
に
設
置

さ
れ
、
病
理
部
専
任
の
助
教
授

（
副
部
長
）
を
中
心
に
し
て
、

各
業
務
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

病
理
部
の
業
務
内
容
は
、
病

理
形
態
学
的
診
断
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
病
理
組
織
診
、
細
胞

診
、
病
理
解
剖
（
剖
検
）
と
い

う
三
本
の
大
き
な
柱
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
病
理
組
織
診
は

そ
の
検
索
対
象
と
し
て
生
検
検

体
、
手
術
検
体
、
迅
速
診
断
検

体
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
生
検
検

体
は
小
組
織
片
で
、
患
者
の
諸

臓
器
に
生
じ
た
病
変
の
性
質
（

例
え
ば
炎
症
性
の
変
化
か
腫
瘍

性
の
も
の
か
、
後
者
で
あ
れ
ば

ま
す
。
生
検
の
結
果
手
術
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
今
度

は
病
変
部
を
含
む
臓
器
が
術
式

に
応
じ
、
全
て
あ
る
い
は
一
部

が
切
除
さ
れ
提
出
さ
れ
て
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
手
術
検
体
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
に
消
化
管
の

悪
性
腫
瘍
を
例
に
し
ま
す
と
、

病
変
の
拡
が
り
（
特
に
深
達
度
）
、

切
除
断
端
の
腫
瘍
の
有
無
、
リ

ン
パ
節
転
移
の
有
無
、
脈
管
浸

潤
の
有
無
と
程
度
、
最
終
組
織

診
断
名
、
他
病
変
の
合
併
等
に

つ
い
て
検
索
を
行
い
ま
す
。
他

臓
器
悪
性
腫
瘍
に
関
し
て
も
臨

床
・
病
理
間
の
取
り
扱
い
規
約

に
基
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

迅
速
診
断
（
フ
ロ
ー
ズ
ン
あ
る

良
性
か
悪
性
か
、

そ
の
診
断
名
は

？
）
を
決
定
す

る
も
の
で
あ
り

松
井

高

橋

宇
都
宮

友
田

村

岡

斉
藤

櫻
井

￣、

い
は
ゲ
フ
リ
ー
ル
）
と
は
、
術

中
即
座
に
病
理
組
織
学
的
判
断

が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

腫
瘍
の
良
・
悪
性
、
切
除
断
端

の
腫
瘍
の
有
無
等
の
腫
瘍
手
術

例
の
み
な
ら
ず
、
小
児
の
先
天

性
巨
大
結
腸
症
に
お
け
る
腸
壁

内
神
経
節
細
胞
の
有
無
等
の
検

索
は
、
切
除
範
囲
さ
ら
に
は
術

式
の
選
択
に
も
か
か
わ
る
た
め
、

そ
の
判
断
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

細
胞
診
は
検
体
採
取
の
面
で

患
者
の
苦
痛
が
少
な
い
た
め
、

広
く
肺
癌
、
子
宮
癌
、
泌
尿
器

系
腫
瘍
等
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と

は
多
く
の
方
々
が
御
存
知
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
胸

腹
水
や
髄
液
中
の
悪
性
細
胞
の

検
索
が
行
わ
れ
、
患
者
の
治
療

方
針
決
定
に
重
要
な
判
断
基
準

を
与
え
て
い
ま
す
。

病
理
解
剖
は
、
病
理
部
専
任

の
一
名
の
病
理
医
で
は
物
理
的

に
行
う
こ
と
が
出
来
ず
、
病
理

学
第
一
、
第
二
講
座
が
一
週
交

代
で
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
闘

病
中
の
患
者
か
ら
生
ず
る
担
当

医
の
種
々
の
疑
問
に
答
え
る
べ

く
、
個
体
レ
ベ
ル
で
の
病
態
の

把
握
、
治
療
の
正
当
性
、
直
接

死
因
の
究
明
等
が
な
さ
れ
ま
す
。

以
上
、
日
常
業
務
の
概
略
を

招
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
病
理

部
に
は
も
う
一
つ
大
き
な
仕
事

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
日
常
集

積
さ
れ
る
個
々
の
症
例
の
資
料
、

標
本
の
管
理
、
保
管
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
附
属
病
院
共
有

徴院す様にれ借て個るこや官１二にあたき医研のす標
と病最･お返次用い人ととさのは標りすなの修財･本
し理後願却第期るがとをれ労莫本まも役教医産この

＜勢'ミビ貢筆雲雲富定黒衣奈杢窪士宅勢富喬墓誓薑
手特本まるか切はし、する費技製特も采大理αは、

術
検
体
切
り
Ⅲ
し
の
立
ち
合
い

制
が
あ
り
ま
す
。
病
理
医
の
一

方
的
な
切
り
出
し
で
は
な
く
、

臨
床
医
か
ら
の
要
求
も
検
体
検

索
に
反
映
さ
せ
て
お
り
、
当
然

一
例
の
検
体
か
ら
多
数
の
標
本

作
製
が
な
さ
れ
ま
す
。
昨
年
一

年
間
の
病
理
組
織
診
約
八
千
件
、

細
胞
診
約
四
千
件
、
病
理
解
剖

第
羽
号
病
院
ニ
ュ
ー
ス
で
皆

様
か
ら
募
集
し
ま
し
た
〃
病
院

情
報
総
合
シ
ス
テ
ム
〃
の
愛
称

が
つ
い
に
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
愛
称
は
「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｉ

（
カ
ム
イ
）
」
で
す
。
こ
の
作

品
は
教
務
部
図
書
課
か
ら
応
募

い
た
だ
い
た
も
の
で

（
対
疾
患
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援

Ｃｏｍｐｕｔｅｒ 

Ａ ｄｅｄ 

Ｍｅｄ ｃａ 

ｉｔ Ｕｔ ｅｓ 

ｎｓｔ ａｇａ 

ｌｎｅｓｓ 

六
十
二
体
、
全
て
の
標
本
作
り

が
病
理
部
で
な
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
検
体
数
か
ら
は
知
り
得
な

い
真
の
病
理
検
索
の
姿
も
御
理

解
頂
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
病

理
部
専
任
の
人
員
は
助
教
授

（
副
部
長
）
１
、
技
官
３
、
解

剖
助
手
１
、
技
能
補
助
貝
２
で

す
が
、
年
々
増
加
す
る
検
体
数

及
び
最
近
の
進
歩
の
著
し
い
診

断
技
術
の
導
入
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
病
耶
医
及
び
技

官
の
増
員
が
必
要
で
す
。
こ
の

点
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
早
急

な
実
現
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
病
理
部
副
部
長

村
岡
俊
二
）

医
療
シ
ス
テ
ム
）
の
頭
文
字

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
応
募

い
た
だ
い
た
総
数
Ⅳ
作
品
の

中
か
ら
、
九
月
十
八
日
に
附

か
れ
た
学
長
懇
談
会
（
メ
ン

バ
ー
は
学
長
、
両
副
学
長
、

図
書
館
長
）
の
席
上
に
お
い

て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
採
用
さ
れ
た
愛
称

作
品
に
対
し
て
、
懇
談
会
メ

ン
バ
ー
の
方
々
の
御
厚
意
に

よ
る
御
礼
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。今
後
さ
ら
に
、
新
シ
ス
テ

ム
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｉ
に
皆
様
方
の

御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
企
画
室
）
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lmIhiillIimhn 
歯
科
医
療
は
、
歯
は
勿
論
の

こ
と
口
腔
内
の
あ
ら
ゆ
る
障
害

に
対
し
て
、
そ
の
機
能
す
な
わ

ち
咀
噛
、
嚥
下
、
そ
し
て
構
音

と
い
っ
た
日
常
生
活
上
き
わ
め

て
重
要
な
口
腔
機
能
を
最
大
限

に
回
復
し
、
発
揮
さ
せ
る
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
歯
科
医
師
、
看
護
婦
、
歯

科
衛
生
士
、
そ
し
て
歯
科
技
工

士
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
職

が
一
つ
の
チ
ー
ム
を
作
っ
て
診

療
に
当
た
る
必
要
が
あ
る
。
中

で
も
歯
科
技
工
士
が
携
わ
る
歯

科
技
工
と
い
う
分
野
は
、
治
療

の
流
れ
の
中
で
は
主
と
し
て
最

終
段
階
に
あ
た
る
機
能
回
復
と

い
う
面
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
医
師
側
で
行
な
わ
れ

た
各
種
疾
患
に
対
す
る
治
療
の

後
、
歯
あ
る
い
は
歯
を
含
ん
だ

顎
の
部
分
を
、
金
属
の
冠
、
義

歯
あ
る
い
は
特
殊
な
義
顎
を
作

島崎・鈴木

と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
技
工
操

作
を
直
接
的
に
患
者
さ
ん
の
口

腔
内
で
行
な
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
し
た
が
っ
て
日
常
の
技

工
作
業
に
際
し
て
は
、
終
始
模

型
上
で
行
な
わ
ざ
る
を
得
ず
、

よ
り
良
い
形
態
や
機
能
の
回
復

の
た
め
に
は
、
こ
の
模
型
上
か

ら
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
例
え

ば
、
歯
の
咬
耗
状
態
か
ら
年
令

が
、
ま
た
歯
の
大
き
さ
や
形
、

さ
ら
に
歯
並
び
か
ら
性
別
や
性

格
ま
で
推
定
す
る
わ
け
で
あ
る
。

し
か
も
模
型
が
あ
れ
ば
直
ち
に

出
来
上
が
る
わ
け
で
は
な
く
、

種
々
の
技
工
操
作
を
加
え
、
最

終
的
に
患
者
さ
ん
の
口
の
中
に

入
る
ま
で
に
は
、
早
く
て
も
１

週
間
、
長
く
か
か
る
も
の
で
は

４
週
間
位
を
要
す
る
も
の
も
あ

る
。当
病
院
に
は
現
在
２
名
の
歯 iillllIl111IＩ 製

す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
機
能

や
形
態
の
回
復

を
行
な
っ
て
い

る
。
当
然
の
こ

科
技
工
士
が
勤
務
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
技
工
物
の
作
製
に

携
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
当
院

の
歯
科
は
、
口
腔
外
科
が
専
門

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
通
常
の

一
般
歯
科
技
工
に
加
え
、
顎
骨

骨
折
や
顎
の
変
型
症
に
対
す
る

治
療
の
た
め
の
固
定
装
置
や
顎

骨
切
除
後
の
顎
義
歯
の
作
製
、

さ
ら
に
は
奇
形
、
手
術
、
事
故

な
ど
で
欠
損
し
た
鼻
、
目
、
耳

な
ど
の
形
態
修
復
の
た
め
の
顔

面
補
綴
も
行
な
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
機
能
を
失
っ
た

身
体
各
部
の
臓
器
に
対
し
て
、

機
能
回
復
の
た
め
の
人
工
臓
器

の
研
究
・
開
発
が
あ
ら
ゆ
る
方

面
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
機
能

を
伴
っ
た
人
工
臓
器
と
い
う
意

味
で
は
、
義
歯
や
ブ
リ
ッ
ジ
を

始
め
と
す
る
歯
科
技
工
物
は
、

古
く
か
ら
当
り
前
の
よ
う
に
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
人
工
臓
器

の
先
輩
格
に
当
た
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

一
方
、
当
科
の
歯
科
技
工
士

に
要
求
さ
れ
る
顎
補
綴
や
顔
面

補
綴
の
よ
う
な
特
殊
な
技
工
に llllIlllilliilili1''''１ 

時
折
ふ
と
思
い
出
す
テ
レ
ビ

画
面
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
車

い
す
を
押
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
、
た
め
し
に
街
で
車
い

す
に
乗
っ
て
み
ま
し
た
。
ふ
だ

ん
歩
い
て
い
て
気
に
と
め
る
こ

と
の
な
か
っ
た
立
て
看
板
が
今

に
も
自
分
の
方
に
倒
れ
て
き
そ

う
で
し
た
。
恐
ろ
し
い
こ
と
、

不
便
な
こ
と
が
多
い
の
に
び
っ

く
り
し
た
と
い
う
体
験
談
で
す
。

私
自
身
、
ふ
だ
ん
よ
り
少
し
運

転
席
が
高
い
バ
ン
を
は
じ
め
て

運
転
し
た
時
、
見
慣
れ
た
神
居

古
椰
の
景
色
が
全
く
新
し
い
も

の
と
し
て
次
々
に
展
開
す
る
の

に
は
鑑
き
ま
し
た
。
前
の
車
に

緊
狼
し
な
が
ら
つ
い
て
走
る
の

と
、
数
台
先
ま
で
前
方
を
見
通

し
な
が
ら
走
る
差
も
は
じ
め
て

わ
か
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し

関
し
て
は
、
技
工
技
術
は
勿
論

の
こ
と
、
使
用
さ
れ
る
材
料
あ

る
い
は
機
器
類
の
不
足
な
ど
か

ら
機
能
的
・
形
態
的
に
ま
だ
ま

だ
満
足
で
き
る
状
態
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
よ
り
機
能
的
で
優

れ
た
形
態
を
保
持
し
得
る
技
工

物
の
作
製
と
患
者
さ
ん
の
幸
福

の
た
め
に
、
こ
の
方
面
に
お
け

る
研
究
と
設
備
の
両
面
に
お
け

る
な
お
一
層
の
充
実
が
望
ま
れ

る
。

（
歯
科
口
腔
外
科

助
手
松
田
光
悦
）

た
視
点
の
速
い
が
気
持
ま
で
も

一
変
さ
せ
る
の
を
実
感
し
ま
し

た
。
こ
の
病
院
ニ
ュ
ー
ス
も
、

い
ろ
い
ろ
な
目
の
商
さ
か
ら
兄

た
意
見
が
蝋
え
、
お
互
い
の
珊

解
を
深
め
る
場
と
し
て
も
役
だ

っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

病
院
で
は
近
く
外
来
や
病
棟

で
の
処
方
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
１

で
処
理
す
る
よ
う
に
変
り
ま
す
。

第
二
段
階
と
し
て
検
査
結
采
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
雌

か
め
た
り
、
検
査
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
入
力
で
オ
ー
ダ
ー
す
る

準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
師
、
看
誰
姉
、
補
助
看
誠
姉
、

検
査
技
師
、
放
射
線
技
師
、
事

務
官
な
ど
が
検
査
に
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る

か
を
見
直
す
た
め
の
会
識
に
出

席
し
て
み
て
、
検
査
指
示
を
き

ち
ん
と
守
り
、
正
碓
な
結
果
を

出
し
、
そ
れ
を
誤
り
な
く
伝
え

る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
多
く
人
達
が
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

認
識
し
ま
し
た
。
旭
川
医
大
独

しがえ意しシす夕研え生せ堅に生将がに係開のNilそで具Ｎあが報し切・そがムス自
へて一、欲いスがツ修、はま医なか来診病立な放間まのい体Ｅたあシベと希れ端がテの
第い層病的分テ、フ医各すせ師つさ臨療院ちくす、でかま化Ｃりりス｜思望ぞ末動ム使
助三ま充院に野ム今と・診でんのてれ床而の寄、る端のたすのので、テタいをれ機き誕い
教内す実全挑・を後し中療にofilWiる研だ医つさ由末午わ－た人、廊ムＩま存のをlIlfl【や
授科･す体iiM:j知よはて畷科卒旭極lM1た究け旅てそで機後ら内め達金一ド企わすせ立試すのす

るとす際じこiiiiそで後111的すめi､iで'１，'iみいすを三、線のと''111をlllliき。今賜述liiiたい
こしる(1りめの1M(しは-|・灰Ｍ１,るにでな’'1１（まあ。－Ⅱ《ド火二iiiIi-寵人案にﾘi)ｉうか'|砿にめ|尺００ 

１００１ 

杉とて人６【i色医して辛く1《大ノｊ*'i:はもくシしつllMi般かl1hl二二め締の‐ノーョ院こらし多Ｍ（
Ｎｉ をの材城々旅てｌＨ業をのが手、本、スよて桃のらかノｉをに力たの灰二とのてくシ`ＩＩ１ｉ

ｌＩ１１機がでな`ｌｌｌｉぃ禅化む－．火・ｌｌ１ｙ１近テう女（に人ノｉらｂＭｊｌｌ々っイi･旅I(I;ｆが怠みのス,lil」
iili能ふもＷｉｆｕまスがか101か'''心にいム。ｌｌｌＨＩＮに１１．Ｗｉｆ弔い夜がき板ｌｌ１ｉエ大1,．て人ナシ■一再


